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オーストラリア・ラクラン褶曲帯におけるオルドビス紀新世の放散虫化石の検討
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Study　of　late　Ordovician　radiolarians　from　the　Lachlan　Fold　Belt，Southeasten　Australia

　　　　　　　　　　　　　Hirokazu　Goto　and　Hiroaki　Ishiga

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Late　Ordovician　radiolarians　from　the　Lachlan　Fold　Belt，Southeasten　New　South　Wales，

Austraha　called　the　Taralga　radiolarian　fauna，consists　of　En孟αα∫nガα，En頗α∫no3ρhαθrα，

Sθc痂oollαo厩and　undescribed　forms。They　are　grouped　into　five　genera　and　eight　species．

Among　the　Ordovician　radiolarians　reported，En診α漉nfα3功麗1伽Webby　and　Blom　is　in

common　with　the　fauna　from　Nevada　and　Malongulli　of　Austraha，but　other　forms　of　the

Taralga　radiolaria　differ　from　those　of　Nevada，Malongulli　of　Australia，and　Estonia　of

Kasakhustan．A　part　of　the　Taralga　radiolaria　is　briefly　reported，and　discussed　morphology

of　Lower　Paleozoic　radiolarians．

は　じ　め　に

　古生代後期から中生代にかけての放散虫化石の研究

は，近年めざましく進歩したが，古生代初期の報告は

数例しかない．しかし，この時代の放散虫化石の研究

は放散虫の起源やシリカを持つ生物の骨殻構造の形成

メカニズムを解明する上でも重要である．筆者らは，

古生代初期の造山帯であるオーストラリア南東部，ラ

クラン褶曲帯東縁部において黒色頁岩中にオルドビス

紀後期の保存状態の良い放散虫を見い出した．種の記

載に先立ち，代表的な形態についてここに簡単に紹介

する．
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産出地点と地質の概要

（第1図）．東経149。44’，南緯34。13’に位置するこ

の露頭（第2図）は地層の連続性がよい．放散虫を産

出するのはよく成層する黒色～灰色珪質泥岩である．

NL－15では厚さ約70mにわたり，見かけ上位の層準

NL－15aからNL－15cの試料から保存良好な放散虫
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　今回放散虫を抽出したのはオーストラリア南東部，

New　South　Wales州の町Taralgaより北約30㎞に流

れるAbercrombie　riverに下る道路沿いの露頭である
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（N．S．W）．のTaralga及び放散虫を検

討した露頭番号NL－15の位置を表す．
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第2図；NL－15のルートマップ，見かけ上位は北．

が得られた．これらは，珪質の骨格部分が黄鉄鉱によ

りコーティング又は置換されている．本層は共産する

コノドントや周辺の地質状況より，オルドビス紀後期

と考えられる．Webbyand　Bolm（1986）は本地点の南

西約120㎞のMalongulli　Formationよりオルドビス紀

新世放散虫化石の報告を行っている．

産出放散虫について

　本放散虫群は，En厩6孟∫n彪，En厩。孟∫no3ρhαo瓶，

Sθ6祝∫oollα6雄などからなる5属8種である．うち2

属が新属，7種が未記載である．ここで記述する

E彫αo孟∫n∫αsp．Aは現在報告されている種では

Webby　and　Blom（1986）のE．3め㍑1厩αであり，

En孟‘zo擁n∫‘z　sp．B，En孟α6瓦n∫‘z　sp．C，En孟αoガn∫‘z　sp．

D，En厩。擁no3ρhαoプαsp．A，Sθ6痂oollαo厩sp．A，

Gen．A　sp．A，Gen．B，sp．Aは新種として稿をあらた

めて記載する．これらは，一般に小型で，殻や骨殻構

造などは従来のオルドビス系から報告されている種と

異なる．この放散虫群集をTaralga群集と呼び，以下

に種の記述をする．

オルドビス紀放散虫

　代表的なオルドビス紀の放散虫化石はアメリカ

Nevada州EurekaのHansonCreekFormationから
のもの（Dunham　and　Murphy，1976；Renz，1990），

Estonia，（Kazakhustan）からのもの（Nazarovand

Nolvak，1983；NazarovandOrmiston，1986），および

オーストラリアNew　South　Wales州のMalongulli

Formation（Webby　and　Blom，1986）などがある．

Dunham　and　Murphy（1986）およびRenz（1990）の放散

虫群集は，コノドント化石によりオルドビス紀後期の

Caradocianのものとされ，Calcareousconcretionよ

り産出する．代表的な種としては，κα1吻nα3Ph磁瓶

sp．　aff．　κ．　ηzα（r祝lo3α，　　、Pα1αθo診r∫∫∫4祝3　　6αllα‘or，

Pα1αθoθρhガρρガ祝ηz　　oo‘αプαηzo3祝ηz，　　Pα1αθ03Phαθプα

解∫6〆α，En雄6吻血sp．aff．E．躍伽1α厩，などであるが，

Taralga群集と共通するものは，En‘α痂n∫αsp．A

aff．E．鍬6μ1厩α，のみである（第1表）．しかし，参考

記載されてある？Cθ〆厩。謝36祝解sp．は，ここでは形

態の特徴から従来全く知られていないものであり，

Gen．Bsp．Aとした．NazarovandNolvak（1983），

Nazarov　and　Ormiston（1986）らの報告したオルドビス

紀の放散虫において，Taralga群集と類似のとしては，

孟1αρ1θ彫α6診∫n∫αsp．，8θo耽ollαo頗sp．で，殻の基本サ

イズはEstoniaのほうが大ぎい．殻構造の特徴からは

孟1αplθn診α漉nぬsp．はGen．A　sp．Aと，類似する部

分があり，進化の過程において分化（？）した種と考

逸られる．Webby　and　Blom（1986）のオルドビス紀新

世の放散虫化石はLimestone　brecciaに挟まれる石灰

質泥岩層より産出し，共産する筆石化石よりその年代

をlate　Caradoc－Ashgillとしている．特徴的な種とし

てEn厩。瓦n∫α鍬伽1α頗，κα1∫ηznα3ρhαθ〆α勉αo躍03α，

En診αo孟∫n∫αsp．などであり，Taralga群集と同様に多彩

な形態を持つものが多い．今後は分類上の位置や分類

についての再検討が必要である．

　Taralga群集におけるEn厩漉n∫αspp．はA，B，

C，D種に分類した．A種はaff．En厩6診∫niα鍬伽1厩α

B種非常に小型のもの，C種は．Pα1αθo‘〆f∫∫4麗sp．

Renz（1990）から分化（？）したものといえよう．D種
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はB種C種どちらともいえない中間種である．

Taralga群集より産出する放散虫化石は，球形の

Spumellariaが主体であり，非常に分類が困難である．

しかし，新属Gen，B　sp．Aなどは，北米で同じ年代

の地層から同じ化石Renz（1990）が知られている．

種の記述

Subclass　Radiolaria　MUller，1858

0rder　Polycystina　Ehrenberg，1838emend．

Riedel，1967

Suborder　Spumerllaria　Ehrenberg，1875

Family　Entactiniidae　Riedel，1967emend．

Holdsworth，1963

En孟α6診∫nガαsp．A

Pl．1，Figs，a，b

aff．En‘α漉niα鍬6祝1α孟αWebby　and　Blom，1986

cfr．F漉。わαプガ301ガ‘加3Furutani，1990

標本：ここで標本として用いたのは，NL－15cサンプ

ルより産出する2個体である．

形態の特徴：直径は約は150μmで，一重のやや厚め

の殻を持つ．6～8本の細長い円柱状のspineが秩序
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を持つものもあるが，全体としては無秩序であり，そ

れの長さは殻の3～4倍で先端では湾曲するものが多

い．

　殻の表面は細孔で覆われ，一部のものは第2spine

を持つ．

比較：Taralga群集のなかでも比較的大きい代表的な

この種はEn‘αo‘∫niα3め祝1α厩，（Webby　and　Blom，

1986）に類似する．またNevadaでも産出が認められ

る．しかし，F厩。わα〆∫30〃4祝3（Furutani，1990）は

spineの形状など微妙に異なるため一概には比較検討

できない．

En孟α6診ガn彪sp．B

PL1，Fig．c

標本：NL－15c，dより産出する10個体以上のものを用

いた．すべて黄鉄鉱に置換されている．

形態の特徴：殻は小型で，直径約70～100μmである．

やや厚めの一重殻を基本とする．表面は細孔に覆わ

れ，そのopeningの形状は円または楕円である．

spineは円柱状で，無秩序に配列する．しかし，殻の内

部にはspine放射の中心である離心構造を持つ内部中

心点（核？）が存在すると思われる．

第1表　オルドビス紀中・新世放散虫群集の比較．
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比較：他地域のEn頗漉nぬに比べ，この種は小型の

殻をもっている．最外殻の保存がよくないが，殻の一

部には最外殻につながるby－spineの発達が見られる．

り支えられる．第2殻と最外殻は，第2殻の表層部か

ら伸びるradialspineにより支えられる．mainの

radial　spineは無秩序に配列する棒状，円錐形である．

En厩。加彪sp．C

PL1，Fig．d

標本：NL－15より産出する5個体以上の標本を用い

た．すべての黄鉄鉱により置換されている．

形態の特徴：小型で直径約60～80μmやや厚めの球

形の殻と6～8本の棒状の円錐形のmain　spineを持

ち，Spineの放射の中心が球形殻の表層部にあるもの

と，内部にあるがそこからテント状に3本放出するも

のとがある．球形殻はやや厚めで，表層部は円または

楕円の細孔が，発達する．また2本のspineが発達す

るものもある．

比較検討：この種はPα1磁036θ痂4∫卿n属とよく似た

形態を示す．Pα1磁。加∫∫4螂sp．Renz（1991）のように

テント状の殻をもつ放散虫か，または，球形の殻から

離心構造を持つ中心核が殻の外部まで出てきたものと

も考えられる．

En頗。琵n∫αsp．D

PL1，Fig．e

標本：NL－15c，dより産出する20個体以上の標本を用

いた．すべて黄鉄鉱に置換されて産出

形態の特徴：基本的にはEn雄。護∫n彪sp．B，Entactinia

sp．C2新種の中間的な形態を持つ．B種よりspine

の配列が無秩序でありC種に似るが，C種ほど離心構

造が発達しない特徴を持つ種である．

En頗。〃no3ρhαθ〆αsp．A

P1．皿，Fig．a

標本：NL－15cより産出する3個体以上を標本として

用いた．一部黄鉄鉱により置換される．

形態の特徴：3重殻（一部の種は2重殻？）からな

り，4～6本のspineをもつ．最も内側の殻構造は，

再結晶のため不明瞭であるが，球殻の約半分の大きさ

をもちそこからradial　spineがのびる．第2殻は比較

的薄く，まばらに円または楕円状の細孔をもつ．

　最外殻は第2殻より厚く，表層部には円または楕円

の細孔をもつ．最内殻と第2殻とはradial　spineによ

Family　Haplentactiniidae　Nazarov198σ

（S召。毎oollαo厩sp．A）

PL2，Fig．b

cfr．Sθ6痂ooZlα6診αoα∬αNazarov　and　Ormiston

cfr．Sθo痂6011αo孟α∂祝lgα〆ガs　Furutani1990

cfr．Sθo漉ooll‘zo‘‘z3孟θll∫goプαRenz，1990

標本：NL－15c，dより産出する5個体以上の標本を使

用した．すべて黄鉄鉱に置換され産出

形態の特徴：非常に小型で直径がわずか50μm前後

のものである．殻を作る骨針が直線的で長く数が少な

いため多面体の骨格をなす．この多面体構造はいろい

ろ変化に富むが，基本的には正八面体をなす．そし

て，その各頂点より棒状のouter　spineが伸びる．この

spineは棒状で殻を作るspinuleよりわずかに太く，

長さは殻の直径と同程度である．

比較検討：この放散虫は殻を作るspinuleが少ないこ

と，他放散虫に比べ最も小型である．さらに，次のよ

うな特徴が一部の種に見られる．

1）spineの先端が折れたように途切れていること．

2）main　spineの途中に第2殻に連続する垂直方向に

延びるspinuleの存在をほのめかすような痕跡がある

こと，などよりSθo祝∫6011αo頗にちかいとおもわれる．

Family？Haplentactiniidae　Nazarov，1980

Gen．Asp．A

PL2．Fig．c

標本：NL－15cより20個体以上を標本として用いた．

すべて黄鉄鉱により置換される．

形態の特徴：この放散虫は比較的小さく，直径5～10

μmの球形をなす骨針球からなる．これらの骨針球は

包括的に見る，と二重～三重の殻を持つ多重構造殻で

ある．

　これらの多重殻において最も明確な殻である最内殻

は，球形の殻に大ぎめの円形細孔を持ち殻の中心部か

らやや離心の部分に位置する．最内殻より主要spine

は放射状に伸びるが，第2殻，最内殻から放射状に伸

びるものもある．第2殻は，最内殻から出現する球面
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の垂直方向に形成される骨針球に支えられる形で存在

する．最外殻は第2殻より出現する骨針円がアーチ

状～無秩序に形成する．

比較検討：本タイプは，球形種の一種でそれぞれ形状

は異なる．殻を構成する骨針が球をつくり，その骨針

球が不特定多数集まり全体として球形を形成する点に

おいて孟1αPlθn厩漉n彪に類似する．しかし，球形部分

の中央部を貫ぎ殻全体の形成を支える役割を果たす主

要なspineが見られないところは異なるため属・種の

帰属はわからない．

Suborder　Albailleraria　Deflandre，1953emend．

Holdsworth，1969

Family？Ceratoikiscidae　Holdsworth，1977

Gen．Bsp．A

Pl．2，Figs．d，e

cfr．？Cθ〆厩of勉3㍑oμηz　Renz，1990

標本：NL－15c，d，gより産出した20個体以上の標本を

使用した．PlateにもちいたものはNL－15cより抽出

した．一部黄鉄鉱により置換される．

第3図　Gen．B　sp．Aの想像復原図1　本種が360。

　　　展開した場合

第4図　Gen．B　sp．Aの想像復原図2

のみ展開した場合

本種が270。

形態の特徴：2本の主となるspineが相対する方向に

伸びて，さらにその間を埋めるように主spineよりや

や短めのspineが放射状に等間隔で伸びる．それら

は，平面的でちょうどクモの巣の様である．この蜘蛛

の巣の中心は一つの点でそこから主spine，副spine

は，ほとんど等間隔または等角度で伸びる．

　そしてこれらのspineはおたがいに，このクモの巣

の中心から同心円状に存在する継ぎ手状の骨針により

支えられる．この継ぎ手状の骨針は主または副spine

を挟んでその位置がずれることが多々ある．さらに，

これらから第3のspineが放射状にのびる．

比較検討

　この放散虫は断片的な産出しか認められていないの

で，完全だと思われる形態を残していない．しかし，

多数産出するものを総括すると蜘蛛の巣状の形態であ

り，中心から6本または8本のmainspineがのび，こ

れをつなぐ骨針から構成される（第3図）．

　また，これらの断片的な産出ではあるが，一部の個

体において継ぎ手状の骨針が徐々に細くなり末梢部的

な部分が存在すること（P1．2，Fig．d）より180。～27

0。程度の平面的な広がりを持ち，360。回転する円は構

成しないと思われる（第4図）．
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Plate．1

Figs．a，bEn頗6琵nガαsp．Aaff．E．3祝伽1厩α

Fig．c　En厩6琵n∫‘z　sp．B

Fig．d　En診αo琵n∫‘z　sp．C

Fig．eEn孟‘zα∫n∫αsp．D

Scale　bar　a，b；100μm．c，d，e；50μm

c，d，e；stereoscoPic　Pairs

Plate．2

Fig．aEn厩6孟∫no3hαθプαsp．A

Fig．bSθc漉6011αo厩sp．A

Fig．c　Gen．Asp．A

Fig．d，eGen．Bsp．A

Scale　bar　a，b，c；100μm．d，e；50μm

a，b，c　；stereoscoPic　Pai「s
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